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みんなで歌ったりお茶したり
　「ふれあい　いきいきサロン」は柿生地区社協 森正吉会長（現在顧
問）の提案で、麻生区では最初に開催されたサロンです。
　高齢化が進む麻生区で、家に篭りがちなお年寄りの皆様に楽しん
でいただこうと令和２年２月まで約 20 年余り休むこともなく活動を
続けてきました。
　お年寄りが「いつでもどなたでも、気軽にふらっと参加」できる
このサロンは、月に 2 回第一金曜日は新百合ヶ丘コミュニティーセ
ンター、第四金曜日は王禅寺いこいの家で実施しています。
　第一金曜日の新百合ヶ丘コミュニティーセンターでは、季節の歌の
合唱から始まり、落語、大正琴、コーラスを聞いたり、太極拳、輪投げ、
民謡、ビンゴゲームなどを楽しみます。

　暑いときにはお茶にお菓子、涼しい季節には手作りおにぎりに具
沢山の味噌汁の簡単昼食です。簡単な料理ですが栄養にも考慮して
お出ししています。
　第四金曜日の王禅寺いこいの家では、おしゃべりしながらお茶を
飲み、ピアノ演奏を聴き、そしてピアノ伴奏で楽しく歌の大合唱です。
また、虹ヶ丘包括支援センターによる「高齢者なんでも相談室」で
は気軽に相談できて大変好評です。
誤嚥防止のためのお口の体操をしてから、スタッフが季節の食材を
使った手作りのおいしい料理で楽しい昼食をします。
　令和２年３月から新型コロナ禍でお休みしておりますが、沈静化
しましたら再開し、皆様とおしゃべりをしたいとスタッフ一同心待
ちにしております。

※この活動にご興味がある方は麻生区社会福祉協議会（℡ 044-952-5500）へお問い合わせください。

　会場となった体育館内の電気が消えて真っ暗になった瞬間、思わず何がおきる
のだろうかと目を凝らすと、ステージに白い布を頭からまとって演技する男が現
れました。そして彼は体全体を使いながら、彼自身が 13歳からタバコ、シンナー、
そしてマリファナに手を染めて薬物中毒になり、さらに大切な弟までも薬物中毒
に巻き込んだことによって家族が味わった地獄の苦しみ、薬物依存の恐ろしさを
伝えようと迫力満点の一人芝居を演じました。
　これは 11月 1日（月）にはるひ野中学校で、3年生 153 名を対象に行われ
た薬物乱用防止教室での一人芝居です。
　講師に俳優で映画監督としてもご活躍の内谷正文氏をお迎えして行われました。

薬物の誘惑に「断る勇気
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」
　内谷正文氏の一人芝居のあとはご本人がステージを下りて生徒たちの中に入り、お芝居の感想を聞いたり薬物に
関する質問などを投げかけながら、生徒たちとの対話を通じて改めて薬物の怖さを話されました。
　薬物の乱用は大変危険です、薬物の誘惑には「断る勇気」そして「逃
げる勇気」が大切ですが、最も必要なのは「恥をかく勇気」です。自
分のしていることや恥ずべきことなどを何でも話せて相談できる仲間
や友達は勇気をくれます。
　「生きていくためには人と人のつながりが大切です、なんでも話せる
友達や仲間を一人でも多く作ってほしい」とエールを送りました。生
徒代表からは「内谷正文さんの迫力ある一人芝居とお話から、薬物の
恐ろしさが実感できました。」とお礼の言葉がおくられて薬物乱用防止
教室が終了しました。
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児 童 養 護 施 設

＊ はくさん児童家庭支援センター ＊
　児童福祉法第44条の２の規定に基づき、地域の児童の福祉
に関する各般の問題につき、児童に関する家庭その他から相
談を受け、必要に応じて助言や援助、児童福祉施設などへの
連絡調整などを行っています。相談事業（電話、来所、訪問、
メール）、子育て短期利用事業（ショートステイ、デイステイ）、
子育てサポート（子育てスペース、講演会・親オヤ講座・学童
支援）の子育て支援事業を行っています。

児童養護施設とは
　児童福祉法第41条の規定に基づき、保護者のいない児童、
虐待されている児童、その他環境上養護を要する児童を入所
させて、これを養護し、あわせて退所した者に対する相談そ
の他の自立のための援助を行うことを目的とした施設です。
　対象となるのは、乳児を除く18歳までの児童ですが、20
歳になるまでは措置延長が可能です。

こどもの入所理由
　こどもの入所理由の背景は複雑化、重層化しており、虐待
の背景を見ても、経済困窮、両親の不仲、精神疾患、養育能
力の欠如等多くの要因が絡み合っています。
　入所しているこどもの特性は、多くのこどもが保護者から
虐待を受けてきており、いくつかの課題を抱えているこども
達もいます。
◦�基本的な生活習慣が身についていない
◦自己中心的な言動があり、挑発的な行動がある
◦�感情のコントロールが苦手である
◦忍耐力や集中力に欠ける
◦��自分に自信が持てず、自己肯定感が乏しい
◦�発達障害や知的障害など何らかの障害を抱えているこども
もいます。
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　10月12日（火）福祉パルあさお研修室で、白山愛児園施設長 霜倉博文氏を招いて 「児童養護施設白山愛児園の概要・
はくさん児童家庭支援センター」について青少年福祉委員が聴講しました。白山愛児園は白山中学校跡地に平成26年
４月に社会福祉法人川崎愛児園 （昭和28年個人養護施設として開設） が開所し運営しています。

＊ 児童養護施設  白山愛児園 ＊
　入所定員30名、ショートステイ６名（デイステイを含め10
名）です。
　社会的養護の基本理念「＊こどもの最善の利益のために、
＊すべてのこどもを社会全体ではぐくむ」に基づき、単に親
に代わって衣・食・住を提供するだけでなく不適切な養育環境
の中で傷つき、本来の家庭から離されて傷ついているこども
達に心理的なケアを含め養育しています。
　一般の家庭と同じマンション形式の家に児童６人（異なる
年齢）が住み、職員と一緒に買い物や食事作り等、共に生活
をしています。園内では四季折々の行事をはじめ、お花見、
夏季キャンプ、お祭りなどのイベントを行い、また地域の行
事などにも積極的に参加して地域との関わり合いも大切にし
ています。

記�中田寿子
〒215-0014住所 川崎市麻生区白山1-1-5
■児童養護施設白山愛児園　☎044-712-4071　■はくさん児童家庭支援センター　☎044-712-4073

ホームページのお知らせ http://www.kawasaki-shakyo.jp/asao/  から右帯の  柿生地区社会福祉協議会  を検索してください。
地域の福祉情報、講座・研修の予定等各委員会からの情報を速やかにお伝えするように努めます。

　柿生地区社協は、11月1日に柿生駅北口駅
頭で赤い羽根募金活動を行いました。ご寄付
いただきました寄付金は地域の福祉活動に役
立てます。ご協力ありがとうございました。

赤い羽根募金
　柿生地区社協では、令和3年に社協を通じて申し込まれた88歳 

（米寿）の方136名様と99歳（白寿）以上の方17名様にお祝い品をお送
りいたしました。新型コロナ禍感染予防のために、従来民生委員が
お届けしておりましたが本年は郵送に代えさせていただきました。

白山愛児園・はくさん児童家庭支援センター

敬老の日にお祝い品を贈呈

主催：青少年福祉委員会


